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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記電圧差制御部は、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像である場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当する電圧が印加されるよう
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に前記電圧差を制御し、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像でない場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるよう
に前記電圧差を制御することを特徴とする、表示装置。
【請求項２】
　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記電圧差制御部は、当該表示装置の電源投入時または電源遮断時に所定期間だけ全面
白表示の画像が表示される場合に、
　　前記所定期間は、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電極
との間に白表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差を制御し、
　　前記所定期間以外では、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共
通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差を制御することを特
徴とする、表示装置。
【請求項３】
　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部と、
　前記表示すべき画像における白表示の割合に基づき、前記表示すべき画像において白表
示が支配的か否かを判定する判定部と
を備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記電圧差制御部は、前記判定部によって白表示が支配的であると判定された場合に、
前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当
する電圧が印加されるように前記電圧差を制御することを特徴とする、表示装置。
【請求項４】
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　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
、表示装置。
【請求項５】
　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
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、表示装置。
【請求項６】
　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続されたスイッチと
を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
、表示装置。
【請求項７】
　複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極との間の電位差に
応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続されたスイッチと
を有し、
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　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
、表示装置。
【請求項８】
　複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素
電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるよう
に設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像
を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
、駆動回路。
【請求項９】
　複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素
電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるよう
に設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像
を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
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、駆動回路。
【請求項１０】
　複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素
電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるよう
に設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像
を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続されたスイッチと
を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
、駆動回路。
【請求項１１】
　複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素
電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるよう
に設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像
を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続されたスイッチと
を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
、駆動回路。
【請求項１２】
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　複数の画素電極と、各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、各画素電極
との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電
極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、
各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動方法で
あって、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動ステップと、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動ステップと、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動ステップとを備え、
　前記補助電極駆動ステップでは、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧が生成さ
れ、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差が変更され、
　前記補助電極駆動ステップは、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像である場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当する電圧が印加されるよう
に前記電圧差を制御するステップと、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像でない場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるよう
に前記電圧差を制御するステップと
を含むことを特徴とする、駆動方法。
【請求項１３】
　複数の画素電極と、各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、各画素電極
との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電
極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、
各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動方法で
あって、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動ステップと、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動ステップと、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動ステップとを備え、
　前記補助電極駆動ステップでは、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧が生成さ
れ、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差が変更され、
　　当該表示装置の電源投入時または電源遮断時に所定期間だけ全面白表示の画像が表示
される場合において、
　　　前記所定期間は、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電
極との間に白表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差が制御され、
　　　前記所定期間以外では、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記
共通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差が制御されること
を特徴とする、駆動方法。
【請求項１４】
　複数の画素電極と、各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、各画素電極
との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電
極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、
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各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動方法で
あって、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動ステップと、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動ステップと、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動ステップと、
　前記表示すべき画像における白表示の割合に基づき、前記表示すべき画像において白表
示が支配的か否かを判定する判定ステップと
を備え、
　前記補助電極駆動ステップでは、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧が生成さ
れ、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差が変更され、
　　前記判定ステップによって白表示が支配的であると判定された場合に、前記開放故障
スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当する電圧が印
加されるように前記電圧差が制御されることを特徴とする、駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画素電極とそれに対向する共通電極との間に電圧を印加することによ
って画像を表示する液晶表示装置等の表示装置に関するものであり、更に詳しくは、その
ような表示装置において欠陥画素が目立たないようにするための駆動方法等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、平面型表示装置として、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Thin Film Transistor）に
よるアクティブマトリクス型液晶表示装置（以下「ＴＦＴ－ＬＣＤ装置」という）が広く
使用されている。
【０００３】
　ＴＦＴ－ＬＣＤ装置における液晶パネルは、互いに対向する一対の基板（以下「第１お
よび第２の基板」という）を有している。これらの基板は、所定の距離だけ離されて固定
されており、液晶材料がこれらの基板間に充填されて液晶層が形成されている。これらの
基板のうち少なくとも一方は透明であり、透過型表示を行う場合には、両基板は共に透明
であることが必要である。ＴＦＴ－ＬＣＤ装置において、第１の基板上には互いに平行す
る複数の走査信号線と、走査信号線に対して直交するように交差する複数のデータ信号線
とが設けられている。走査信号線とデータ信号線との各交差部には、画素電極と、当該画
素電極をデータ信号線に電気的に接続するためのスイッチング素子である画素ＴＦＴとが
設けられている。この画素ＴＦＴのゲート端子は走査信号線に接続され、ソース端子はデ
ータ信号線に接続され、ドレイン端子は上記画素電極に接続されている。
【０００４】
　上記第１の基板に対向する第２の基板上には、全面に対向電極としての共通電極が設け
られており、第１の基板における各画素電極と第２の基板における共通電極とそれらの間
に挟持される液晶とによって液晶容量が形成されている。また、第１の基板上には、上記
複数の画素電極と交差するように補助容量線が配設され、各画素電極と補助容量線とによ
って補助容量が形成されている。
【０００５】
　上記複数のデータ信号線を駆動するためにデータ信号線駆動回路が、上記複数の走査信
号線を駆動するために走査信号線駆動回路が、上記共通電極を駆動するために共通電極駆
動回路が、上記補助容量線を駆動するために補助容量線駆動回路が、それぞれ設けられて
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いる。そして、表示すべき画像に応じた電圧がデータ信号駆動回路および走査信号線駆動
回路により各画素電極に与えられると共に、共通電極には共通電極駆動部により、補助容
量線には補助容量線駆動部により、それぞれ適切な電圧が与えられる。これにより、表示
すべき画像の各画素の値に相当する電圧は、当該画素に対応する画素電極によって形成さ
れる上記液晶容量および補助容量に保持され、液晶層には画素電極と共通電極との電位差
に相当する電圧が印加される。この印加電圧によって液晶層の光透過率を制御することが
できるので、各画素電極に与えられる電圧に基づき画像を表示することができる。
【特許文献１】日本の特開平８－２４８３８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記のような液晶表示装置では、電源を遮断した際（電源オフ時）に、それ
までの画像表示に基づき液晶パネルに蓄積された電荷が残留し、その後に電源を投入した
際（電源オン時）には、図１５に示すように、本来の表示データに基づく表示（以下「通
常表示」という）が開始されるまでの間、その残留電荷に起因して異常な表示がなされる
ことがある。これを防止するために、電源投入等による液晶表示装置の起動から通常表示
が開始されるまでの間（これは液晶表示装置が非表示状態から通常表示状態となるまでの
期間であり、以下、この期間における液晶表示装置の状態を「表示開始状態」という）、
ブランク表示を行う、という方法が知られている。この方法によれば、例えばノーマリホ
ワイト型の液晶パネルを備えた液晶表示装置では、図１６に示すように、電源投入から通
常表示開始までの間（非表示状態から通常表示状態となるまでの間）、全面白表示が行わ
れ、その間に表示データが液晶表示装置内のデータ信号線駆動回路に転送され、その後、
当該表示データに基づく表示（通常表示）が開始される。
【０００７】
　一方、液晶パネルの製造欠陥等により或る画素ＴＦＴが開放状態となった場合には、そ
の画素ＴＦＴ（以下「開放故障ＴＦＴ」という）に接続される画素電極によって表示され
るべき画素である欠陥画素を黒表示とすること（黒点化）により、欠陥画素を目立たなく
する、という方法が知られている（例えば日本の特開平８－２４８３８９号公報（特許文
献１）参照）。
【０００８】
　しかし、このように欠陥画素を黒点化するという方法（以下「欠陥画素黒点化法」とい
う）を、図１６に示したように表示開始状態においてブランク表示としての全面白表示を
行う液晶表示装置に適用すると、当該表示開始状態において欠陥画素Ｐｄｆｔが黒点とし
て表示されて目立ってしまう。
【０００９】
　例えば、欠陥画素黒点化法による液晶表示装置として上記日本の特開平８－２４８３８
９号公報に開示された液晶表示装置が使用される場合には、以下のようになる。この液晶
表示装置では、液晶パネルのうち１画素を形成する部分の等価回路は図１７（Ａ）に示す
ように構成されている。すなわち、信号ライン６と走査ライン５との交差部近傍にスイッ
チング素子としてのＴＦＴ７および画素電極８が形成され、画素電極８はＴＦＴ７を介し
て信号ラインに接続され、ＴＦＴ７のゲート端子は走査ラインに接続されている。そして
、画素電極８と共通電極２４との間には画素容量部３１が、画素電極８と補助容量ライン
９との間には補助容量部３２がそれぞれ形成されている。また、共通電極２４は高電源４
１に接続され、補助容量ライン９は低電源４２に接続される。なお、画素電極８と走査ラ
イン５との間には寄生容量部３３，３４も形成されている。
【００１０】
　ここで、ＴＦＴ７が製造欠陥によって開放状態になっているものとすると、１画素を形
成する部分の等価回路は図１７（Ｂ）に示すような構成となる。この場合、液晶パネルに
おける対向電極側の電圧（共通電極２４の電圧）Ｖｃｏｍと補助容量電極側の電圧（補助
容量ライン９の電圧）Ｖｃｓとの電圧差が液晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓとの容量比によ
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って分圧され、その分圧に基づく電圧が液晶に印加される。例えば、Ｖｃｏｍ＝５［Ｖ］
、Ｖｃｓ＝９［Ｖ］で容量比Ｃｌｃ／Ｃｓ＝１／３の場合、画素電極の電圧Ｖｓ＝８［Ｖ
］で、液晶への印加電圧は｜Ｖｓ－Ｖｃｏｍ｜＝３［Ｖ］となる。ここで、液晶への印加
電圧と液晶の透過率との関係を示す曲線（以下「ＶＴカーブ」という）が図１８に示すよ
うなものであるとすると、欠陥画素はほぼ遮光状態となり黒点化する。したがって、ブラ
ンク表示として全面白表示が行われている場合には、その黒点化した欠陥画素が目立つこ
とになる。
【００１１】
　そこで本発明は、全面白表示等が行われるような場合であっても欠陥画素を目立たない
ようにした表示装置ならびにそのための駆動回路および駆動方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の局面は複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共通
電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記電圧差制御部は、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像である場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当する電圧が印加されるよう
に前記電圧差を制御し、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像でない場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるよう
に前記電圧差を制御することを特徴とする。
【００１３】
　本発明の第２の局面は、複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共
通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
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を含み、
　前記電圧差制御部は、当該表示装置の電源投入時または電源遮断時に所定期間だけ全面
白表示の画像が表示される場合に、
　　前記所定期間は、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電極
との間に白表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差を制御し、
　　前記所定期間以外では、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共
通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差を制御することを特
徴とする。
【００１４】
　本発明の第３の局面は、複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共
通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部と、
　前記表示すべき画像における白表示の割合に基づき、前記表示すべき画像において白表
示が支配的か否かを判定する判定部と
を備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記電圧差制御部は、前記判定部によって白表示が支配的であると判定された場合に、
前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当
する電圧が印加されるように前記電圧差を制御することを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第４の局面は、複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共
通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
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　　前記コンデンサに並列に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００１６】
　本発明の第５の局面は、複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共
通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００１７】
　本発明の第６の局面は、複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共
通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
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サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続されたスイッチと
を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００１８】
　本発明の第７の局面は、複数の画素電極と当該複数の画素電極に共通的に設けられた共
通電極との間の電位差に応じて画像を表示する表示装置であって、
　各画素電極に対応して設けられたスイッチング素子と、
　各画素電極との間に所定容量が形成されるように設けられた補助電極と、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続されたスイッチと
を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００１９】
　本発明の第８の局面は、複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成され
るように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２
の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との
間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
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　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００２０】
　本発明の第９の局面は、複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成され
るように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２
の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との
間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続された抵抗素子と
を有し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００２１】
　本発明の第１０の局面は、複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成さ
れるように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第
２の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極と
の間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサに並列に接続されたスイッチと
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を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００２２】
　本発明の第１１の局面は、複数の画素電極と、各画素電極との間に第１の容量が形成さ
れるように前記複数の画素電極に共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第
２の容量が形成されるように設けられた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極と
の間の電位差に応じて画像を表示する表示装置の駆動回路であって、
　前記画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に与える画素電極駆動部と、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動部と、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動部とを備え、
　前記補助電極駆動部は、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧を生成す
る補助電圧生成部と、
　　前記電圧差を変更する電圧差制御部と
を含み、
　前記補助電圧生成部は、
　　前記対向電圧または前記対向電圧と交流的に同等の電圧が一端に与えられるコンデン
サと、
　　前記コンデンサの他端に一端が接続されたダイオードと、
　　前記コンデンサの他端と接地点との間に接続されたスイッチと
を有し、
　前記スイッチは、前記電圧差の要否に応じて開閉し、
　前記補助電極駆動部は、前記コンデンサの他端の電圧を前記補助電圧として出力し、
　前記電圧差制御部は、所定のクランプ電圧を生成して前記ダイオードの他端に与え、か
つ、当該クランプ電圧の値を変更することにより前記電圧差を変更することを特徴とする
。
【００２３】
　本発明の第１２の局面は、複数の画素電極と、各画素電極に対応して設けられたスイッ
チング素子と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素電極に
共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるように設け
られた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像を表示
する表示装置の駆動方法であって、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動ステップと、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動ステップと、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動ステップとを備え、
　前記補助電極駆動ステップでは、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧が生成さ
れ、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差が変更され、
を含み、
　前記補助電極駆動ステップは、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像である場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当する電圧が印加されるよう
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に前記電圧差を制御するステップと、
　　前記表示すべき画像が全面白表示の画像でない場合には、前記開放故障スイッチング
素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるよう
に前記電圧差を制御するステップとを含むことを特徴とする。
【００２４】
　本発明の第１３の局面は、複数の画素電極と、各画素電極に対応して設けられたスイッ
チング素子と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素電極に
共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるように設け
られた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像を表示
する表示装置の駆動方法であって、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動ステップと、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動ステップと、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動ステップとを備え、
　前記補助電極駆動ステップでは、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧が生成さ
れ、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差が変更され、
　　当該表示装置の電源投入時または電源遮断時に所定期間だけ全面白表示の画像が表示
される場合において、
　　　前記所定期間は、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電
極との間に白表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差が制御され、
　　　前記所定期間以外では、前記開放故障スイッチング素子に対応する画素電極と前記
共通電極との間に黒表示に相当する電圧が印加されるように前記電圧差が制御されること
を特徴とする。
【００２５】
　本発明の第１４の局面は、複数の画素電極と、各画素電極に対応して設けられたスイッ
チング素子と、各画素電極との間に第１の容量が形成されるように前記複数の画素電極に
共通的に設けられた共通電極と、各画素電極との間に第２の容量が形成されるように設け
られた補助電極とを有し、各画素電極と前記共通電極との間の電位差に応じて画像を表示
する表示装置の駆動方法であって、
　表示すべき画像に応じた電圧を前記複数の画素電極に、それぞれ対応するスイッチング
素子を介して与える画素電極駆動ステップと、
　前記共通電極に所定の対向電圧を与える共通電極駆動ステップと、
　前記補助電極に所定の補助電圧を与える補助電極駆動ステップと、
　前記表示すべき画像における白表示の割合に基づき、前記表示すべき画像において白表
示が支配的か否かを判定する判定ステップと
を備え、
　前記補助電極駆動ステップでは、
　　前記補助電圧と前記対向電圧との間に電圧差が生じうるように前記補助電圧が生成さ
れ、
　　前記スイッチング素子のうち故障によって開放状態となったスイッチング素子である
開放故障スイッチング素子に対応する画素電極によって表示される欠陥画素が目立たない
ように、前記表示すべき画像に応じて前記電圧差が変更され、
　　前記判定ステップによって白表示が支配的であると判定された場合に、前記開放故障
スイッチング素子に対応する画素電極と前記共通電極との間に白表示に相当する電圧が印
加されるように前記電圧差が制御されることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００２６】
　本発明の第１または第１２の局面によれば、表示すべき画像が全面白表示の画像である
場合には欠陥画素が白表示とされ、表示すべき画像が全面白表示の画像でない場合には欠
陥画素が黒表示とされる。したがって、通常表示状態において欠陥画素が黒表示となるこ
とで目立たなくなるだけでなく、全面白表示（ブランク表示）の場合においても、欠陥画
素が白表示となることで目立たなくなる。
【００２７】
　本発明の第２または第１３の局面によれば、表示パネルにおける残電荷に起因する異常
表示を防止するために電源投入時または電源遮断時に所定期間だけ全面白表示の画像が表
示される場合に、その所定期間では欠陥画素が白表示とされるので、このような期間にお
いても欠陥画素を目立たなくすることができる。すなわち、残電荷による異常表示を抑え
つつ、欠陥画素を通常表示状態のときだけでなく表示開始状態や終了表示状態においても
目立たないようにすることができる。
【００２８】
　本発明の第３または第１４の局面によれば、白表示が支配的である場合には欠陥画素が
白表示となるので、表示開始状態や終了表示状態において全面白のブランク表示が行われ
る場合だけでなく、通常表示状態において白表示が支配的な場合においても、欠陥画素を
白表示とすることで目立たなくすることができる。
【００２９】
　本発明の第４または第８の局面によれば、コンデンサとダイオードとからなるクランプ
回路によって対向電圧に対して電圧差が生じうるように補助電圧が生成される。すなわち
、ダイオードのカソードがコンデンサに接続されている場合には、クランプ電圧を下限値
とする補助電圧が生成され、ダイオードのアノードがコンデンサに接続されている場合に
は、クランプ電圧を上限値とする補助電圧が生成される。したがって、クランプ電圧の値
を変えることで当該電圧差が変更される。よって、クランプ電圧の値を表示すべき画像に
応じて変更することにより、次のような効果を得ることができる。すなわち、補助電圧と
対向電圧との間に電圧差が生じうるように補助電圧が生成され、当該電圧差は、欠陥画素
が目立たないように、表示すべき画像に応じて変更される。これにより、欠陥画素は、表
示すべき画像に応じて黒表示または白表示等とされるので、通常の表示状態の場合だけで
なく、全面白のブランク表示が行われる場合等、白表示が支配的な場合であっても、欠陥
画素を目立たなくすることができる。
　また、本発明の第４または第８の局面によれば、クランプ回路を構成するコンデンサに
並列に抵抗素子が接続されているので、対向電圧と補助電圧との電圧差が比較的大きくな
るクランプ電圧値から当該電圧差が０となるクランプ電圧値へとクランプ電圧が変化した
場合であっても、当該抵抗素子を介してコンデンサが速やかに放電される。このようにコ
ンデンサの放電が促進されるので、コンデンサにおける電荷残留による異常表示等の不具
合を防止することができる。
【００３０】
　本発明の第５または第９の局面によれば、クランプ回路を構成するコンデンサの他端と
接地点との間に抵抗素子が接続されているので、電源の遮断時には、対向電圧も接地電圧
となることから本発明の第４の局面と同様の効果が得られる。
【００３１】
　本発明の第６または第１０の局面によれば、コンデンサとダイオードとからなるクラン
プ回路によって対向電圧に対して電圧差が生じうるように補助電圧が生成される。すなわ
ち、ダイオードのカソードがコンデンサに接続されている場合には、クランプ電圧を下限
値とする補助電圧が生成され、ダイオードのアノードがコンデンサに接続されている場合
には、クランプ電圧を上限値とする補助電圧が生成される。したがって、クランプ電圧の
値を変えることで当該電圧差が変更される。よって、クランプ電圧の値を表示すべき画像
に応じて変更することにより、次のような効果を得ることができる。すなわち、補助電圧
と対向電圧との間に電圧差が生じうるように補助電圧が生成され、当該電圧差は、欠陥画
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素が目立たないように、表示すべき画像に応じて変更される。これにより、欠陥画素は、
表示すべき画像に応じて黒表示または白表示等とされるので、通常の表示状態の場合だけ
でなく、全面白のブランク表示が行われる場合等、白表示が支配的な場合であっても、欠
陥画素を目立たなくすることができる。
　また、本発明の第６または第１０の局面によれば、クランプ回路を構成するコンデンサ
に並列にスイッチが接続され、当該スイッチは対向電圧と補助電圧との電圧差の要否に応
じて開閉するので、当該電圧差が比較的大きくなるクランプ電圧値から当該電圧差が０と
なるクランプ電圧値へとクランプ電圧が変化した場合であっても、当該スイッチ素子を介
してコンデンサが速やかに放電される。これにより、コンデンサにおける電荷残留による
異常表示等の不具合を防止することができる。
【００３２】
　本発明の第７または第１１の局面によれば、クランプ回路を構成するコンデンサの他端
と接地点との間にスイッチが接続され、当該スイッチは対向電圧と補助電圧との電圧差の
要否に応じて開閉するので、電源の遮断時には、対向電圧も接地電圧となることから本発
明の第６の局面と同様の効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】上記第１の実施形態における画素形成部の等価回路（画素回路）を示す回路図（
Ａ，Ｂ，Ｃ）である。
【図３】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の基本構成を示す回路図である。
【図４】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の動作を説明するための信号波形図
（Ｂ，Ｃ）、および、液晶表示装置の動作状態および表示状態を示すタイミングチャート
（Ａ，Ｄ）である。
【図５】上記第１の実施形態における補助電極駆動部内のクランプ電圧制御部を構成する
クランプ電圧発生回路の構成例を示す回路図である。
【図６】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の第１の構成例を示す回路図である
。
【図７】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の第１の構成例の変形例を示す回路
図である。
【図８】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の第２の構成例を示す回路図である
。
【図９】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の第２の構成例の変形例を示す回路
図である。
【図１０】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の他の構成例を示す回路図である
。
【図１１】上記第１の実施形態における補助電極駆動部の更に他の構成例を液晶表示装置
の全体構成と共に示す回路図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置としての液晶表示モジュールの構
成を示す機能ブロック図である。
【図１３】白表示が支配的な表示例を示す図である。
【図１４】本発明の他の実施形態を説明するための信号波形図（Ｂ，Ｃ）、および、液晶
表示装置の動作状態および表示状態を示すタイミングチャート（Ａ，Ｄ）である。
【図１５】液晶パネル内の残電荷に起因して表示開始状態において生じる異常表示を説明
するための図（Ａ，Ｂ，Ｃ）である。
【図１６】残電荷に起因する上記異常表示を回避するために表示開始状態においてブラン
ク表示を行う場合の問題点を説明するための図（Ａ，Ｂ，Ｃ）である。
【図１７】液晶パネルの製造欠陥による欠陥画素を目立たなくする従来技術を説明するた
めの回路図（Ａ，Ｂ）である。
【図１８】液晶パネルにおける印加電圧と透過率との関係（Ｖ－Ｔカーブ）を示す特性図
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である。
【符号の説明】
【００３４】
　１０　　　　　　　…ＴＦＴ（スイッチング素子）
　１００　　　　　　…液晶パネル
　１０２　　　　　　…ＴＦＴ基板
　１０４　　　　　　…対向基板
　２００　　　　　　…データ信号線駆動回路
　３００　　　　　　…走査信号線駆動回路
　４００　　　　　　…共通電極駆動部
　４０３　　　　　　…ＤＣ／ＤＣコンバータ
　４５０　　　　　　…補助電極駆動部
　４５１　　　　　　…クランプ電圧制御部
　４５５　　　　　　…ＤＣ／ＤＣコンバータ
　４６１　　　　　　…電圧設定レジスタ
　６００　　　　　　…コントローラ
　Ｃ１　　　　　　　…コンデンサ
　Ｄ１　　　　　　　…ダイオード
　Ｒｄ　　　　　　　…放電用の抵抗素子
　ＳＷｄ　　　　　　…放電用のスイッチ
　Ｎｏｕｔ　　　　　…出力点
　ＣＳ（ｊ）　　　　…補助容量線（ｊ＝１～Ｍ）
　Ｃｌｃ　　　　　　…液晶容量
　Ｃｓ　　　　　　　…補助容量
　Ｅｃ　　　　　　　…共通電極
　Ｅｐ　　　　　　　…画素電極
　Ｖｃｏｍ　　　　　…対向電圧
　Ｖｃｓ　　　　　　…補助容量線電圧
　Ｖｃｌｍ　　　　　…クランプ電圧
　Ｖｃｌｍ０　　　　…初期クランプ電圧値
　Ｖｃｌｍ１　　　　…通常クランプ電圧値
　Ｖｐｐ　　　　　　…矩形波電圧
　ΔＶｃ　　　　　　…補助容量線電圧と対向電圧との電圧差
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
＜１．第１の実施形態＞
＜１.１　全体構成＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図であ
る。この液晶表示装置は、液晶パネル１００と、データ信号線駆動回路２００、走査信号
線駆動回路３００、共通電極駆動部４００および補助電極駆動部４５０を含む駆動回路と
、表示制御回路としてのコントロール回路６００とを備えている。なお、この液晶表示装
置ではライン反転駆動方式が採用されかつ対向ＡＣ駆動が行われるものとして以下の説明
を進めるが、本発明はこのような駆動方式に限定されるものではない。ここで、「対向Ａ
Ｃ駆動」とは、ライン反転駆動方式の液晶表示装置においてデータ信号線の電圧の振幅を
抑えるために当該ライン反転駆動に応じて共通電極の電位すなわち対向電圧の値を変化さ
せることをいう。
【００３６】
　液晶パネル１００は、液晶層を挟持する１対の電極基板からなり、各電極基板の外表面
には偏光板が貼り付けられていて、液晶層に電圧が印加されないときに白表示が行われる
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。すなわち本実施形態では、液晶層への印加電圧が実質的に０であるときに液晶パネル１
００の透過率が最大となるノーマリホワイト型の液晶パネル１００が使用されている。
【００３７】
　液晶パネル１００における上記１対の電極基板の一方はＴＦＴ基板と呼ばれるアクティ
ブマトリクス基板であり、このＴＦＴ基板１０２では、ガラス等の絶縁性基板上に、複数
のデータ信号線Ｓ（１）～Ｓ（Ｎ）と複数の走査信号線Ｇ（１）～Ｇ（Ｍ）とが互いに交
差するように格子状に形成されていると共に、複数の走査信号線Ｇ（１）～Ｇ（Ｍ）にそ
れぞれ平行して延在する複数の補助容量線ＣＳ（１）～ＣＳ（Ｍ）が補助電極として形成
されている。上記１対の電極基板の他方は対向基板１０４と呼ばれ、ガラス等の透明な絶
縁性基板上に、全面にわたって共通電極Ｅｃ、配向膜が順次積層されている。
【００３８】
　液晶パネル１００には、複数のデータ信号線Ｓ（１）～Ｓ（Ｎ）と複数の走査信号線Ｇ
（１）～Ｇ（Ｍ）との交差点にそれぞれ対応して複数（Ｎ×Ｍ個）の画素形成部Ｐ（ｉ，
ｊ）がマトリクス状に形成されている。これらの複数の画素形成部Ｐ（１，１）～Ｐ（Ｎ
，Ｍ）のそれぞれは、ＴＦＴ基板１０２に形成されたスイッチング素子としての薄膜トラ
ンジスタ（ＴＦＴ）１０および画素電極Ｅｐを含み、表示すべき画像を構成する１つの画
素に対応する。上記共通電極Ｅｃおよび液晶層は、これらの複数の画素形成部Ｐ（１，１
）～Ｐ（Ｎ，Ｍ）に共通的に設けられており、画素電極Ｅｐと共通電極Ｅｃとそれらによ
って挟持される液晶層とによって液晶容量Ｃｌｃが形成され、画素電極Ｅｃと補助容量線
ＣＳ（ｊ）とによって補助容量Ｃｓが形成される。
【００３９】
　各画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）は、回路的には図２（Ａ）に示す構成となっている（以下、
画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）に回路的観点から言及する場合には「画素回路」と呼ぶものとす
る）。すなわち、画素回路としての各画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）は、スイッチング素子とし
てのＴＦＴ１０と液晶容量Ｃｌｃおよび補助容量Ｃｓとを含み、ＴＦＴ１０のゲート端子
は、当該画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）に対応する走査信号線Ｇ（ｉ）に接続され、ソース端子
は、当該画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）に対応するデータ信号線Ｓ（ｉ）に接続され、ドレイン
端子は、上記液晶容量Ｃｌｃおよび補助容量Ｃｓを形成する画素電極Ｅｃに接続されてい
る。なお以下では、記号“Ｃｌｃ”は液晶容量の容量値をも表し、記号“Ｃｓ”は補助容
量の容量値をも表すものとする。
【００４０】
　ところで、図２（Ｂ）に示すように、液晶パネル１００（ＴＦＴ基板１０２）の製造欠
陥等によって或る画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）のＴＦＴ１０が開放状態に固定される場合があ
る（以下、このように開放状態に固定されたＴＦＴを含む画素形成部に対応する画素を「
欠陥画素」という）。この場合、当該画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）は回路的には図２（Ｃ）に
示すような構成となり、画素電極Ｅｐの電位（ＴＦＴ１０のソース端子の電位）Ｖｓは、
共通電極Ｅｃの電位（対向電圧）Ｖｃｏｍと補助容量線Ｃｓ（ｊ）の電位（補助容量線電
圧）Ｖｃｓとの電位差と、液晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓとの容量比とによって決まる。
すなわち、
　　Ｖｓ＝（Ｃｓ・Ｖｃｓ＋Ｃｌｃ・Ｖｃｏｍ）／（Ｃｌｃ＋Ｃｓ）　…（１）
となる。なお以下では、液晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓとの和の容量（以下「画素容量」
という）Ｃｌｃ＋Ｃｓを記号“Ｃｐ”で表すものとする。
【００４１】
　表示制御回路としてのコントローラ６００は、外部のメインコントローラとしてのＣＰ
Ｕ（Central Processing Unit）（不図示）から与えられる画像信号Ｄｖおよび制御信号
Ｃｔに基づき、データ信号線駆動回路２００を動作させるための駆動制御信号（画素値に
相当する電圧を各画素電極に与えるための画像信号Ｄａを含む）、および、走査信号線駆
動回路３００を動作させるための駆動制御信号を生成する。また、このコントローラ６０
０は、共通電極駆動部４００および補助電極駆動部４５０を動作させるための制御信号（
例えば、補助電極駆動部４５０に与えるべきクランプ電圧Ｖｃｌｍ）を生成する。
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【００４２】
　共通電極駆動部４００は、コントローラ６００からの制御信号（不図示）等に基づき後
述の対向電圧Ｖｃｏｍを生成し、これを共通電極Ｅｃに印加する。既述のように本実施形
態では、ライン反転駆動が行われ、これに応じて対向電圧Ｖｃｏｍの値は、画像表示にお
ける１水平期間毎に所定の高電圧値ＶｃＨと所定の低電圧値ＶｃＬとの間での交互に切り
替わる。
【００４３】
　補助電極駆動部４５０は、コントローラ６００からのクランプ電圧Ｖｃｌｍ等に基づき
補助電圧として後述の補助容量線電圧Ｖｃｓを生成し、これを補助容量線ＣＳ（１）～Ｃ
Ｓ（Ｍ）に印加する。この補助容量線電圧Ｖｃｓは、対向電圧Ｖｃｏｍと同位相の電圧で
あって、その値は対向電圧Ｖｃｏｍと同様に２種類の電圧値の間で交互に切り替わるが、
通常表示状態において対向電圧Ｖｃｏｍに対し所定の電圧差ΔＶｃを有している。なお、
図１に示した構成では、補助電極駆動部４５０はコントローラ６００とは別個の構成要素
となっているが、後述のように、コントローラ６００の一部を利用して補助電極駆動部４
５０が構成されてもよい。
【００４４】
　データ信号線駆動回路２００は、液晶パネル１００における各データ信号線Ｓ（ｉ）（
ｉ＝１，２，…，Ｎ）と接続されており、液晶パネル１００に画像を表示するために各デ
ータ信号線Ｓ（ｉ）に印加すべきデータ信号をコントローラ６００からの駆動制御信号に
基づき生成する。また、走査信号線駆動回路３００は、液晶パネル１００における各走査
信号線Ｇ（ｊ）（ｊ＝１，２，…，Ｍ）と接続されており、各走査信号線Ｇ（ｊ）に印加
すべき走査信号をコントローラ６００からの駆動制御信号に基づき生成する。そして走査
信号線駆動回路３００は、データ信号線駆動回路２００から各データ信号線Ｇ（ｊ）に印
加されるデータ信号を各画素形成部（の画素容量Ｃｐ＝Ｃｌｃ＋Ｃｓ）に書き込むために
、走査信号を各走査信号線Ｇ（ｊ）に印加することにより画像表示の各フレーム期間にお
いて液晶パネル１００における走査信号線Ｇ（１）～Ｇ（Ｍ）をほぼ１水平期間ずつ順次
選択する。なお、データ信号線駆動回路２００および走査信号線駆動回路３００はＴＦＴ
基板１０２に実装されていてもよいし、例えばフレシキブル基板を介してデータ信号線駆
動回路２００等とＴＦＴ基板１０２上の配線（データ信号線等）とが接続される形態でも
よい。また、データ信号線駆動回路２００と走査信号線駆動回路３００の双方または一方
を画素回路と共にガラス基板に一体的に形成したいわゆるドライバモノリシック型または
部分的ドライバモノリシック型の液晶パネルであってもよい。
【００４５】
　上記のような液晶パネル１００において、対向電極としての共通電極Ｅｃには、共通電
極駆動部４００によって対向電圧Ｖｃｏｍが与えられ、各画素電極Ｅｐには、表示すべき
画像に応じた電圧がデータ信号線駆動回路２００および走査信号線駆動回路３００によっ
て与えられる。その結果、各画素電極Ｅｐと共通電極Ｅｃとの間に挟持される液晶層には
、それらの電極間の電位差に応じた電圧が印加される。これによって液晶層の各部分の光
学的変調が行われることで画像表示が実現される。なお、データ信号線駆動回路２００と
走査信号線駆動回路３００とにより、表示すべき画像の各画素に対応する画素電極に当該
画像に応じた電圧をスイッチング素子としてのＴＦＴを介して与える駆動部すなわち画素
電極駆動部が構成される。
【００４６】
＜１.２　補助電極駆動部＞
＜１.２.１　基本構成と動作＞
　図３は、本実施形態における補助電極駆動部４５０の基本構成を示す回路図である。本
実施形態における補助電極駆動部４５０は、基本的構成要素として、上記共通電極駆動部
４００からの対向電圧Ｖｃｏｍが一端に与えられるコンデンサＣ１と、当該コンデンサＣ
１の他端にカソードが接続されたダイオードＤ１と、当該ダイオードＤ１のアノードに後
述のクランプ電圧Ｖｃｌｍを与えるクランプ電圧制御部４５１とを有している。そして、
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コンデンサＣ１の他端とダイオードＤ１のカソードとの接続点（以下「出力点」という）
Ｎｏｕｔの電圧が、補助容量線電圧Ｖｃｓとして補助容量線ＣＳ（１）～ＣＳ（Ｍ）に印
加される（図１参照）。
【００４７】
　このような構成によれば、対向電圧ＶｃｏｍがコンデンサＣ１によって直流成分を遮断
された後に出力点Ｎｏｕｔに与えられると共に、クランプ電圧ＶｃｌｍがダイオードＤ１
を介して出力点Ｎｏｕｔに与えられる。このため、下限値がクランプ電圧Ｖｃｌｍに等し
く且つ対向電圧Ｖｃｏｍとは直流成分のみが異なる電圧が、補助容量線電圧Ｖｃｓとして
出力点Ｎｏｕｔにおいて得られる。すなわち、コンデンサＣ１とダイオードＤ１とによっ
てクランプ回路が構成され、当該クランプ回路は、対向電圧Ｖｃｏｍと補助容量線電圧Ｖ
ｃｓとの間に電圧差が生じうるように補助容量線電圧Ｖｃｓを生成する補助電圧生成部と
して機能し、クランプ電圧制御部４５０は、当該電圧差を変更する電圧差制御部として機
能する。なお、本実施形態ではコンデンサＣ１の他端すなわち出力点Ｎｏｕｔにダイオー
ドＤ１のカソードが接続されているが、出力点ＮｏｕｔにダイオードＤ１のアノードが接
続されるようにしてもよい（ダイオードＤ１の向きが逆であってもよい）。この場合、上
限値がクランプ電圧Ｖｃｌｍに等しく且つ対向電圧Ｖｃｏｍとは直流成分のみが異なる電
圧が、補助容量線電圧Ｖｃｓとして出力点Ｎｏｕｔに得られる。また、本実施形態ではク
ランプ電圧制御部４５１はコントローラ６００内に設けられているが、コントローラとは
別個に設けられていてもよい。
【００４８】
　図４は、本実施形態における補助電極駆動部４５０の動作を説明するための信号波形図
である。対向電圧Ｖｃｏｍ、補助容量線電圧Ｖｃｓ、およびクランプ電圧Ｖｃｌｍは、液
晶表示装置が非表示状態か表示開始状態か通常表示状態かに応じて、図４（Ｂ）および図
４（Ｃ）に示すように変化する。ここで、対向電圧Ｖｃｏｍは、従来のライン反転駆動方
式の液晶表示装置における対向電圧と同様であって、非表示状態では所定の低電圧ＶｃＬ
であり、表示開始状態および通常表示状態では、画像表示における１水平期間毎に所定の
高電圧値ＶｃＨと所定の低電圧値ＶｃＬとの間での交互に切り替わる（図４（Ｂ）におい
て実線で示す波形参照）。これに対し、クランプ電圧制御部４５１から出力されるクラン
プ電圧Ｖｃｌｍは、非表示状態および表示開始状態においては上記低電圧値ＶｃＬと同じ
値Ｖｃｌｍ０（以下「初期クランプ電圧値」という）であり、通常表示状態においては所
定の電圧値（以下「通常クランプ電圧値」という）Ｖｃｌｍ１となる。この通常クランプ
電圧値Ｖｃｌｍ１は、開放故障ＴＦＴを含む画素形成部Ｐ（ｉ，ｊ）に対応する画素（欠
陥画素）が黒表示となるように、液晶パネルのＶＴカーブ（図１８）や液晶容量Ｃｌｃと
補助容量Ｃｓとの容量比等に基づき決定される（詳細は後述）。
【００４９】
　液晶表示装置の状態に応じて上記のようにクランプ電圧Ｖｃｌｍが制御されることによ
り、図３に示す補助電極駆動部４５０から出力される補助容量線電圧Ｖｃｓは、図４（Ｂ
）において点線で示すように変化する（図４（Ｂ）では、実線で示す波形と点線で示す波
形とを見やすくするために両者を相対的に若干ずらして描いている）。すなわち、補助容
量線電圧Ｖｃｓは、非表示状態では、対向電圧Ｖｃｏｍと同様、所定の低電圧値のままで
変化せず、表示開始状態では、対向電圧Ｖｃｏｍと同振幅かつ同位相の電圧であって対向
電圧Ｖｃｏｍとの電圧差は０であり、通常表示状態では、対向電圧Ｖｃｏｍと同振幅かつ
同位相の電圧であって対向電圧Ｖｃｏｍとの電圧差はΔＶｃ＝Ｖｃｌｍ１－Ｖｃｌｍ０＝
Ｖｃｌｍ１－ＶｃＬである。
【００５０】
　既述のように表示開始状態とは、液晶表示装置が非表示状態から通常表示状態となるま
での期間における状態をいい、この期間に、液晶表示装置の起動後における最初の表示デ
ータが外部のメインコントローラ（例えば当該液晶表示装置を液晶モジュールとして備え
る携帯電話等の電子機器のＣＰＵ）から当該液晶表示装置のコントローラ６００（のメモ
リ）に転送される。したがって、電源投入等による液晶表示装置の起動時点ｔ１から外部
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のメインコントローラによる最初の表示データの当該液晶表示装置内への転送が完了する
時点ｔ２までが表示開始状態となる。この表示開始状態では、ブランク表示として全面白
表示が行われるように（図１６参照）、データ信号線駆動回路２００、走査信号線駆動回
路３００および共通電極駆動部４００が制御される。したがって、欠陥画素が目立たない
ようにするには、図４（Ｄ）に示すように、欠陥画素が表示開始状態では白表示となり通
常表示状態では黒表示となるようにクランプ電圧Ｖｃｌｍを制御すればよい。
【００５１】
　そこで本実施形態では、クランプ電圧制御部４５１は、表示開始状態から通常表示状態
への切り替わり時点すなわち通常表示開示時点ｔ２に、クランプ電圧Ｖｃｌｍを上記低電
圧値ＶｃＬに等しい値Ｖｃｌｍ０から上記所定値Ｖｃｌｍ１へと変化させる。具体的には
、コントローラ６００が、その内蔵タイマーによって決定される所定期間に基づき表示開
始状態においてブランク表示を行うようにデータ信号線駆動回路２００等を制御する場合
には、当該タイマーからの出力信号に基づき、クランプ電圧制御部４５１から出力される
クランプ電圧Ｖｃｌｍが初期クランプ電圧値Ｖｃｌｍ０（＝ＶｃＬ）から通常クランプ電
圧値Ｖｃｌｍ１へと変更される。また、当該液晶表示装置の外部から与えられる表示開始
信号Ｓｏｎに基づいて通常表示が開始される場合には、その表示開始信号Ｓｏｎに基づき
、クランプ電圧制御部４５１から出力されるクランプ電圧Ｖｃｌｍが初期クランプ電圧値
Ｖｃｌｍ０（＝ＶｃＬ）から通常クランプ電圧値Ｖｃｌｍ１へと変更される。
【００５２】
　欠陥画素に対応する画素回路（図２（Ｂ））は図２（Ｃ）に示す回路に等価となり、液
晶容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓとを直列に接続した回路の両端間に、補助容量電圧Ｖｃｓと
対向電圧Ｖｃｏｍとの差に相当する電圧Ｖｃｓ－Ｖｃｏｍが印加される。この印加電圧Ｖ
ｃｓ－Ｖｃｏｍは、図３に示す回路構成より、クランプ電圧Ｖｃｌｍと上記低電圧ＶｃＬ
との差Ｖｃｌｍ－ＶｃＬに等しい。クランプ電圧Ｖｃｌｍの値は、上記のように、表示開
始状態ではＶｃｌｍ０＝ＶｃＬであり、通常表示状態ではＶｃｌｍ１である。したがって
、上記印加電圧Ｖｃｓ－Ｖｃｏｍは、表示開始状態では０であり、通常表示状態ではＶｃ
ｌｍ１－ＶｃＬとなる。ところで、当該画素回路における液晶容量Ｃｌｃへの印加電圧（
以下、単に「液晶印加電圧」という）は、式（１）より
　　｜Ｖｓ－Ｖｃｏｍ｜＝Ｃｓ・（Ｖｃｓ－Ｖｃｏｍ）／（Ｃｌｃ＋Ｃｓ）　…（２）
である。したがって、液晶印加電圧は、表示開始状態では０であり、通常表示状態では
　　Ｃｓ・｜Ｖｃｌｍ１－ＶｃＬ｜／（Ｃｌｃ＋Ｃｓ）　　　　　　　　…（３）
となる。
【００５３】
　本実施形態では、液晶パネル１００のＶＴカーブ（図１８参照）に基づき、上記式（３
）で示される液晶印加電圧に対応する液晶の透過率が黒表示に相当する値となるように、
通常表示状態におけるクランプ電圧値Ｖｃｌｍ１が設定される。例えば、容量比Ｃｌｃ／
Ｃｓ＝１／３の場合、図１８に示すＶＴカーブに対してＶｃｌｍ１－ＶｃＬ＝４［Ｖ］と
なるように通常表示状態におけるクランプ電圧値Ｖｃｌｍ１を設定すれば、上記式（３）
より、欠陥画素についての液晶印加電圧｜Ｖｓ－Ｖｃｏｍ｜は３［Ｖ］となり、当該欠陥
画素は黒表示となる。これに対し、表示開始状態では、｜Ｖｃｓ－Ｖｃｏｍ｜＝０［Ｖ］
であるので、欠陥画素についての液晶印加電圧｜Ｖｓ－Ｖｃｏｍ｜も０［Ｖ］となり、当
該欠陥画素は白表示となる。なお、この例ではＶｃｓ≧Ｖｃｏｍとしているが、液晶の透
過率は液晶印加電圧の実効値によって決まるので、Ｖｃｓ≦Ｖｃｏｍであってもよい。
【００５４】
　上記のように設定されたクランプ電圧値Ｖｃｌｍ０、Ｖｃｌｍ１に基づきクランプ電圧
制御部４５１からのクランプ電圧Ｖｃｌｍが制御されることにより、図４（Ｄ）に示すよ
うに、欠陥画素は、非表示状態および表示開始状態では（すなわち全面白表示のときには
）白表示となり、通常表示状態では黒表示となる。
【００５５】
　上記のようなクランプ電圧Ｖｃｌｍを出力するクランプ電圧制御部４５１は、例えばコ
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ントローラ６００においてＤＡ変換回路を用いて実現することができる。図５は、本実施
形態におけるクランプ電圧制御部４５１を構成するクランプ電圧発生回路としてのＤＡ変
換回路の構成例を示す回路図である。この構成例によるクランプ電圧発生回路は、互いに
直列に接続された５個の抵抗素子Ｒａ１～Ｒａ５からなる抵抗列と、接地電圧と所定の基
準電源の電圧Ｖｒｅｆ（以下「基準電圧Ｖｒｅｆ」という）との間での選択が可能な切替
スイッチＳＷ１～ＳＷ４と、これらの切替スイッチＳＷ１～ＳＷ４と上記抵抗列における
各２つの抵抗素子Ｒａj，Ｒａj+1（ｊ＝１，２，３，４）の間の接続点とをそれぞれ接続
する抵抗素子Ｒｂ１～Ｒｂ４と、電圧設定レジスタ４６１と、電圧ホロワ４６３とを備え
ており、上記抵抗列の両端は接地され、抵抗素子Ｒａ４とＲａ５との接続点は、電圧ホロ
ワ４６３を構成するオペアンプの非反転入力端子に接続されている。そして、切替スイッ
チＳＷ１～ＳＷ４は、電圧設定レジスタ４６１に書き込まれる電圧設定値としてのデータ
Ｄｃｌｍによって制御される。この電圧設定レジスタ４６１へのデータＤｃｌｍの書込は
コントローラ６００の機能に基づいて行われ、コントローラ６００のうち電圧設定レジス
タ４６１へのデータＤｂａの書込を行う部分は、クランプ電圧制御部４５１を構成する。
【００５６】
　上記のような構成によれば、コントローラ６００において電圧設定レジスタ４６１にデ
ータＤｃｌｍ（電圧設定値）が書き込まれると、それに応じた電圧が電圧ホロワ４６３に
入力され、その電圧がインピーダンス変換されてクランプ電圧Ｖｃｌｍとして出力される
。
【００５７】
　ところで、本実施形態における補助電極駆動部４５０では、クランプ電圧Ｖｃｌｍがダ
イオードＤ１を介して出力点（コンデンサＣ１とダイオードＤ１との接続点）Ｎｏｕｔに
与えられる。したがって、当該補助電極駆動部４５０が上記基本構成の構成要素のみから
なる場合（図３参照）、通常表示状態からブランク表示の状態や非表示状態（電源がオフ
の状態等）へ移行するときには、クランプ電圧Ｖｃｌｍが０［Ｖ］または低電圧値ＶｃＬ
となっても、ダイオードＤ１が逆バイアス状態となることから、コンデンサＣ１の放電に
時間（例えば１０秒程度）を要する。この放電中は、液晶層のうち欠陥画素に対応する部
分（開放故障ＴＦＴを含む画素回路における液晶容量Ｃｌｃ）に通常クランプ電圧値Ｖｃ
ｌｍ１に対応する電圧が印加された状態となるので、欠陥画素が黒またはそれに近い表示
となって人間に認識されてしまうことがある。そこで、本実施形態における補助電極駆動
部４５０は、このような問題を回避するための構成要素を追加した構成となっている。以
下、このような本実施形態における補助電極駆動部４５０の構成例を説明する。
【００５８】
＜１.２.２　第１の構成例＞
　図６は、本実施形態における補助電極駆動部４５０の第１の構成例を示す回路図である
。本構成例では、図３に示した基本構成に対して放電用の抵抗素子Ｒｄが構成要素として
追加されている。他の構成は基本構成と同様であるので同一部分には同一の参照符号を付
して説明を省略する。本構成例では、抵抗素子Ｒｄの一端は、対向電圧Ｖｃｏｍの与えら
れるコンデンサＣ１の一端（以下「入力点」という）Ｎｉｎに接続され、抵抗素子Ｒｄの
他端は出力点Ｎｏｕｔに接続されている。すなわち、抵抗素子ＲｄはコンデンサＣ１に並
列に接続されている。この抵抗素子Ｒｄの抵抗値としては、対向ＡＣ駆動に対応した補助
容量線電圧Ｖｃｓの生成に影響を与えない程度に十分に高いがコンデンサＣ１の放電が十
分に短い時間で行われるような値（例えば１［ＭΩ］程度）が、選定される。例えば、２
．２［μＦ］程度の容量値のコンデンサＣ１に対して１［ＭΩ］程度の抵抗値の抵抗素子
Ｒｄが使用される。これにより、補助電極駆動部４５０の機能を損なうことなく、クラン
プ電圧Ｖｃｌｍが通常クランプ電圧値Ｖｃｌｍ１からそれよりも低い値（例えば０［Ｖ］
）に変更された場合にコンデンサＣ１の放電を促進することができる。
【００５９】
　このような第１の構成例によれば、基本構成の場合と実質的に同一の補助容量線電圧Ｖ
ｃｓを出力しつつ、クランプ電圧Ｖｃｌｍが通常クランプ電圧値Ｖｃｌｍ１からそれより
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も低い値に変更されても短時間（例えば数百［ｍｓｅｃ］）でコンデンサＣ１の放電が行
われる。これにより、欠陥画素が人間に認識されるのを防止することができる。
【００６０】
　なお、上記第１の構成例では、放電用の抵抗素子ＲｄはコンデンサＣ１に並列に接続さ
れているが、これに代えて、放電用の抵抗素子Ｒｄの一端を出力点Ｎｏｕｔに接続すると
共に、他端を、補助容量線電圧Ｖｃｓと対向電圧Ｖｃｏｍとの間に電圧差を生じさせない
又は対向電圧Ｖｃｏｍとの電圧差の小さい接地点等に接続してもよい。すなわち、図７に
示すように、放電用の抵抗素子Ｒｄを出力点Ｎｏｕｔと接地点との間に接続してもよい。
このような構成であっても、電源がオフされた状態では対向電圧Ｖｃｏｍも接地電位とな
るので、抵抗素子Ｒｄを介したコンデンサＣ１の放電により、補助容量線電圧Ｖｃｓと対
向電圧Ｖｃｏｍとの間に電圧差が生じなくなる。
【００６１】
＜１.２.３　第２の構成例＞
　図８は、本実施形態における補助電極駆動部４５０の第２の構成例を示す回路図である
。本構成例では、図３に示した基本構成に対して放電用のスイッチＳＷｄが構成要素とし
て追加されている。他の構成は基本構成と同様であるので同一部分には同一の参照符号を
付して説明を省略する。このスイッチＳＷｄは、第１および第２の端子と制御端子とを有
し、制御端子にハイレベル（Ｈレベル）の信号が与えられると第１の端子と第２の端子と
の間が導通し（スイッチＳＷｄがオンし）、制御端子にローレベル（Ｌレベル）の信号が
与えられると第１の端子と第２の端子との間が遮断される（スイッチＳＷｄがオフする）
。
【００６２】
　本構成例では、スイッチＳＷｄの第１の端子は入力点Ｎｉｎに接続され、スイッチＳＷ
ｄの第２の端子は出力点Ｎｏｕｔに接続され、スイッチＳＷｄの制御端子にはコントロー
ラ６００から当該スイッチＳＷｄをオン／オフさせるための制御信号が放電制御信号Ｃｄ
として与えられる。この放電制御信号Ｃｄは、クランプ電圧Ｖｃｌｍが通常クランプ電圧
値Ｖｃｌｍ１のとき（これは、補助容量線電圧Ｖｃｓと対向電圧Ｖｃｏｍとの間に電圧差
が生じるときであり、以下「通常クランプ時」という）にＬレベルとなり、クランプ電圧
Ｖｃｌｍが初期クランプ電圧値Ｖｃｌｍ０（＝ＶｃＬ）のとき（これは、補助容量線電圧
Ｖｃｓと対向電圧Ｖｃｏｍとの間に電圧差が生じないときであり、以下「初期クランプ時
」という）にＨレベルとなる。したがって、放電用のスイッチＳＷｄは、通常クランプ時
にオフし、初期クランプ時にオンする。すなわち、放電用のスイッチＳＷｄは、補助容量
線電圧Ｖｃｓと対向電圧Ｖｃｏｍとの電圧差の要否に応じて開閉する。これにより、補助
電極駆動部４５０の機能を損なうことなく、クランプ電圧Ｖｃｌｍが通常クランプ電圧値
Ｖｃｌｍ１からそれよりも低い値（例えば０［Ｖ］）に変更された場合にコンデンサＣ１
の放電を促進することができる。なお、スイッチＳＷｄのオン／オフを制御する放電制御
信号Ｃｄとしては、表示制御回路としてのコントローラ６００から出力される信号を利用
することができる。また、放電用のスイッチＳＷｄはＭＯＳトランジスタや薄膜トランジ
スタ（ＴＦＴ）で実現することができ、ＴＦＴで放電用のスイッチＳＷｄが実現される場
合には、これを液晶パネル１００内に形成することも可能である。
【００６３】
　以上のような第２の構成例によっても第１の構成例と同様の効果が得られる。すなわち
、基本構成の場合と実質的に同一の補助容量線電圧Ｖｃｓを出力しつつ、クランプ電圧Ｖ
ｃｌｍが通常クランプ電圧値Ｖｃｌｍ１から初期クランプ電圧値Ｖｃｌｍ０（＝ＶｃＬ）
に変更されたときには瞬時にコンデンサＣ１が放電される。これにより、欠陥画素が人間
に認識されるのを防止することができる。
【００６４】
　なお、上記第２の構成例では、放電用のスイッチＳＷｄはコンデンサＣ１に並列に接続
されているが、これに代えて、放電用のスイッチＳＷｄの第１の端子を出力点Ｎｏｕｔに
接続すると共に、第２の端子を、補助容量線電圧Ｖｃｓと対向電圧Ｖｃｏｍとの間に電圧
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差を生じさせない又は対向電圧Ｖｃｏｍとの電圧差の小さい接地点等に接続してもよい。
すなわち、図９に示すように、放電用のスイッチＳＷｄを出力点Ｎｏｕｔと接地点との間
に接続してもよい。このような構成であっても、電源がオフされた状態では対向電圧Ｖｃ
ｏｍも接地電位となるので、スイッチＳＷｄを介したコンデンサＣ１の放電により、補助
容量線電圧Ｖｃｓと対向電圧Ｖｃｏｍとの間に電圧差が生じなくなる。
【００６５】
＜１.２.４　他の構成例＞
　図１０は、本実施形態における補助電極駆動部４５０の他の構成例を示す回路図である
。本構成例では、クランプ電圧制御部４５１におけるクランプ電圧発生回路としてコント
ローラ６００の外部に、ＤＡ変換回路を内蔵したＤＣ／ＤＣコンバータ４５５が設けられ
ており、この点を除けば、図６に示した第１の構成例と同様である。したがって、本構成
例のうち第１の構成例と同一の部分については同一の参照符号を付して説明を省略する。
なお、本構成例におけるクランプ電圧制御部４５１は、コントローラ６００（またはその
一部）とＤＣ／ＤＣコンバータ４５５とによって実現される。
【００６６】
　このような構成によれば、液晶パネル１００を駆動するために設けられたＤＣ／ＤＣコ
ンバータ４５５へ適切なクランプ電圧設定データＤｃｌｍを与えることで、液晶パネル１
００で使用される液晶の特性に応じたクランプ電圧Ｖｃｌｍを発生させることができる。
通常、コントローラ６００は低電圧で動作するので、このような構成によれば、高いクラ
ンプ電圧を必要とする場合にも対応可能となる。
【００６７】
　なお、第１の構成例の変形例（図７）、第２の構成例（図８）、または第２の構成例の
変形例（図９）においても、クランプ電圧制御部４５１を、図１０に示すようにコントロ
ーラ６００（またはその一部）とＤＣ／ＤＣコンバータ４５５とによって実現してもよい
。
【００６８】
　図１１は、本実施形態における補助電極駆動部４５０の更に他の構成例を液晶表示装置
の全体構成（共通電極駆動部４００の構成を含む）と共に示す回路図である。以下、この
構成例について説明する。
【００６９】
　図１１に示した液晶表示装置は、対向ＡＣ駆動が行われるＴＦＴ－ＬＣＤ装置であり、
液晶パネル１００と、その液晶パネル１００に搭載されたデータ信号線駆動回路２００お
よび走査信号線駆動回路３００と、表示制御回路としてのコントローラ６００と、電源供
給回路としてのＤＣ／ＤＣコンバータ４０３と、共通電極駆動部の構成要素としての第１
の抵抗素子Ｒ１、第２の抵抗素子Ｒ２およびコンデンサＣ０と、補助電極駆動部の構成要
素としてのコンデンサＣ１およびダイオードＤ１とを備えている。
【００７０】
　液晶パネル１００は、液晶層を挟持するＴＦＴ基板１０２と対向基板１０４からなり、
ＴＦＴ基板１０２では、ガラス等の絶縁性基板上に、複数のデータ信号線と複数の走査信
号線とが互いに交差するように格子状に形成され、当該複数のデータ信号線と当該複数の
走査信号線との交差点にそれぞれ対応して複数の画素回路（画素形成部）がマトリクス状
に形成されている（以下、このようにマトリクス状に形成された当該複数の画素回路を「
画素アレイ」という）。データ信号線駆動回路２００および走査信号線駆動回路３００は
ＴＦＴ基板１０２上に実装されており、データ信号線駆動回路２００は上記複数のデータ
信号線に接続され、走査信号線駆動回路３００は上記複数の走査信号線に接続されている
。
【００７１】
　コントローラ６００は、外部の信号源（不図示）から与えられる画像信号および制御信
号に基づき、データ信号線駆動回路２００を動作させるための駆動制御信号（画素値に相
当する電圧を各画素電極に与えるための画像信号を含む）Ｓｓｄｖ、および、走査信号線
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駆動回路３００を動作させるための駆動制御信号Ｓｇｄｖを生成する。また、このコント
ローラ６００は、共通電極Ｅｃを駆動するためのバイアス電圧Ｖｂａを出力するＤＡ変換
回路４０１、および、補助容量線ＣＳ（１）～ＣＳ（Ｍ）を駆動するためのクランプ電圧
Ｖｃｌｍを出力するクランプ電圧制御部４５１を含んでいる。
【００７２】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ４０３は、コントローラ６００からの制御信号Ｓｉｇに基づき、
他の電源（例えば当該液晶表示装置を含む携帯電話等の電子機器の電源（不図示））によ
って与えられる直流電圧から、コントローラ６００やデータ信号線駆動回路２００等の電
源電圧としての直流電圧Ｖ０１を生成する。これに加えて、このＤＣ／ＤＣコンバータ４
０３は、共通電極Ｅｃを駆動するための矩形波電圧Ｖｐｐおよび基準電圧Ｖ００を出力す
る。
【００７３】
　上記コントローラ６００内のＤＡ変換回路４０１から出力されるバイアス電圧Ｖｂａは
、第１の抵抗素子Ｒ１の一端に与えられ、第１の抵抗素子Ｒ１の他端は第２の抵抗素子Ｒ
２の一端と接続されている。第２の抵抗素子Ｒ２の他端には、上記ＤＣ／ＤＣコンバータ
４０３から出力される基準電圧Ｖ００が与えられ、これにより、第２の抵抗素子Ｒ２の他
端が接地されて、第１および第２の抵抗素子Ｒ１，Ｒ２からなる抵抗列の両端間に直流電
圧としてのバイアス電圧Ｖｂａが印加される。また、第１の抵抗素子Ｒ１と第２の抵抗素
子Ｒ２との接続点ＴｏｕｔにはコンデンサＣ０の一端が接続され、コンデンサＣ０の他端
には、上記ＤＣ／ＤＣコンバータ４０３から出力される矩形波電圧Ｖｐｐが与えられる。
このようにして、第１の抵抗素子Ｒ１と第２の抵抗素子Ｒ２とは、バイアス電圧Ｖｂａを
分圧するための抵抗列を構成し、コンデンサＣ０は、矩形波電圧Ｖｐｐを当該抵抗列内の
接続点Ｔｏｕｔに与えるための結合コンデンサとして機能する。
【００７４】
　上記コントローラ６００内のＤＡ変換回路４０１と、上記ＤＣ／ＤＣコンバータ４０３
と、第１および第２の抵抗素子Ｒ１，Ｒ２と、コンデンサＣ０とは、共通電極駆動部を構
成し、第１の抵抗素子Ｒ１と第２の抵抗素子Ｒ２との接続点（以下「出力点」という）Ｔ
ｏｕｔの電圧は、対向電圧Ｖｃｏｍとして液晶パネル１００の共通電極Ｅｃに与えられる
。
【００７５】
　このような共通電極駆動部の構成を前提として、補助電極駆動部は、コンデンサＣ１と
、ダイオードＤ１と、コントローラ６００内のクランプ電圧制御部４５１とから構成され
る。そして、コンデンサＣ１の一端には、ＤＣ／ＤＣコンバータ４０３から出力される矩
形波電圧Ｖｐｐが与えられると共に、ダイオードＤ１のアノードには、クランプ電圧制御
部４５１からクランプ電圧Ｖｃｌｍが与えられ、コンデンサＣ１とダイオードＤ１のカソ
ードとが接続され、その接続点Ｎｏｕｔの電圧が補助容量線電圧Ｖｃｓとして補助容量線
ＣＳ（１）～ＣＳ（Ｍ）に印加される。なお、クランプ電圧制御部４５１の構成および動
作については既述の基本構成例の場合と同様であるので説明を省略する。また、本構成例
では省略されているが、上記第１または第２の構成例のように、放電用の抵抗素子Ｒｄま
たはスイッチＳＷｄを接続するのが好ましい（図６、図７、図８、図９参照）。
【００７６】
　このような補助電極駆動部では、上記の基本構成や第１および第２の構成例とは異なり
、コンデンサＣ１の一端に矩形波電圧Ｖｐｐが与えられるが、この矩形波電圧Ｖｐｐは、
対向電圧Ｖｃｏｍとは直流成分が異なるのみであり（矩形波電圧Ｖｐｐは対向電圧Ｖｃｏ
ｍとは交流的に同等の電圧である）、コンデンサＣ１で直流成分を遮断された後に補助容
量線電圧Ｖｃｓの出力点としての接続点Ｎｏｕｔに与えられる。また、この接続点Ｎｏｕ
ｔにはクランプ電圧制御部４５１からクランプ電圧ＶｃｌｍがダイオードＤ１を介して与
えられる。したがって、本構成例の補助電極駆動部によっても、上記基本構成例等と同様
の補助容量線電圧Ｖｃｓが生成される。
【００７７】
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＜１.３　効果＞
　上記のような本実施形態によれば、補助電極駆動部４５０におけるクランプ電圧Ｖｃｌ
ｍは、液晶表示装置が表示開始状態のときには初期クランプ電圧値Ｖｃｌｍ０となり、液
晶表示装置が通常表示状態のときには通常クランプ電圧値Ｖｃｌｍ１となる（図４（Ｃ）
）。これにより、欠陥画素は、全面白表示（ブランク表示）が行われる表示開始状態のと
きに白表示となり、通常表示状態のときには黒表示となる。したがって、残電荷による表
示開始時の異常表示を抑えつつ、欠陥画素を通常表示状態のときだけでなく表示開始状態
においても目立たないようにすることができる。
【００７８】
＜２．第２の実施形態＞
　図１２は、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置としての液晶表示モジュールの
構成を示す機能ブロック図である。本実施形態に係る液晶モジュール２０００は、携帯電
話等の電子機器（以下「本体」という）において使用され、表示制御回路としてのコント
ローラ（以下「表示用コントローラ」という）６００と、データ信号線駆動回路および走
査信号線駆動回路等の搭載された液晶パネル１００と、共通電極駆動部４００と、補助電
極駆動部４５０とを備えている。このような液晶モジュール２０００の表示用コントロー
ラ６００には、本体のメインコントローラとしてのＣＰＵ１０００が接続され、当該ＣＰ
Ｕ１０００には、表示データ等を格納するためのメモリとしてのＲＡＭ（Random Access 
Memory）１０２０が接続されている。ＣＰＵ１０００がＲＡＭ１０２０から表示データを
読み出して液晶モジュール２０００内の表示用コントローラ６００に転送すると、表示用
コントローラ６００は、その表示データに基づく画像信号を液晶パネル１００内のデータ
信号線駆動回路に供給すると共に、所定の制御信号をデータ信号線駆動回路や、走査信号
線駆動回路、共通電極駆動部、補助電極駆動部４５０に供給する。これにより、液晶パネ
ル１００におけるデータ信号線および走査信号線がデータ信号線駆動回路および走査信号
線駆動回路によってそれぞれ駆動され、液晶パネルにおける共通電極および補助容量線が
共通電極駆動部４００および補助電極駆動部４５０によってそれぞれ駆動されることで、
上記表示データによって表される画像が当該液晶パネル１００に表示される。なお、以下
では、補助電極駆動部４５０は図１０に示すように構成されているものとして説明するが
、この構成に限定されるものではない。
【００７９】
　このような本実施形態における表示用コントローラ６００は、本体のＣＰＵ１０００か
ら転送される表示データに基づき、液晶パネル１００において白表示が支配的か否か（白
または白に近い表示を多くしているか否か）を判定する判定部６２０を含んでいる。この
判定部６２０は、１画面分の表示データに基づき白または白に近い画素の数を計数するこ
とで白または白に近い表示の割合を算出し、その算出結果に基づいて白表示が支配的か否
かを判定する。例えば３２０本の表示ラインを有する画面において図１３に示すような「
時計表示」が行われる場合、時刻を示す数値などの表示領域は例えば３２０本のうち４０
本の表示ラインに相当する領域となり、他の表示領域は白表示となる。このような時計表
示については、上記判定部６２０により、白表示が支配的と判定される。
【００８０】
　表示用コントローラ６００は、判定部６２０の判定結果に基づき、クランプ電圧設定デ
ータＤｃｌｍを補助電極駆動部４５０に出力する。ここで出力されるクランプ電圧設定デ
ータＤｃｌｍは、上記第１の実施形態と同様、液晶モジュール２０００が表示開始状態の
ときには初期クランプ電圧Ｖｃｌｍ０に相当する値となり（図４）、これに加えて、液晶
モジュール２０００が通常表示状態のときであっても、判定部６２０により白表示が支配
的であると判定された場合には、クランプ電圧設定データＤｃｌｍは初期クランプ電圧Ｖ
ｃｌｍ０に相当する値となる。そして、液晶モジュール２０００が通常表示状態のときで
あって、判定部６２０により白表示が支配的ではないと判定された場合に、クランプ電圧
設定データＤｃｌｍは通常クランプ電圧Ｖｃｌｍ１に相当する値となる。
【００８１】
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　上記のような本実施形態によれば、通常表示状態において、欠陥画素は、白表示が支配
的である場合には白表示となり、白表示が支配的でない場合には黒表示となる。したがっ
て、第１の実施形態と同様の効果（全面白表示が行われる表示開始状態において欠陥画素
を目立たなくするという効果）に加えて、通常表示状態において欠陥画素をより確実に目
立たなくすることができる。
【００８２】
　なお、上記実施形態において判定部６２０は、本体のＣＰＵ１０００から転送される表
示データに基づいて白表示が支配的か否かを判定するが、これに代えて又はこれと共に、
例えば「時計表示」のように白表示が支配的な表示を行う場合には、判定部６２０は、本
体のＣＰＵ１０００から所定コマンドを受け取り、当該コマンドに基づいて白表示が支配
的か否かを判定するようにしてもよい。
【００８３】
＜３．その他の実施形態および変形例＞
　上記第１および第２の実施形態では、液晶表示装置に電源が投入されるときに当該液晶
表示装置が非表示状態から表示開始状態を経て通常表示状態へと移行し、その移行過程の
表示開始状態においてブランク表示として全面白表示が行われることを前提として（図１
５参照）、本発明が適用されている。しかし、これに代えて又はこれと共に、液晶表示装
置の電源が遮断されるときに当該液晶表示装置が通常表示状態から終了表示状態を経て非
表示へと移行し、その移行過程の終了表示状態においてブランク表示として全面白表示が
行われることを前提として、本発明を適用してもよい。この場合、補助電極駆動部につい
ては、上記第１または第２の実施形態と基本的に同様の構成を採用した上で、電源オフ時
において図１４（Ｃ）に示すようにクランプ電圧Ｖｃｌｍを変化させることにより、補助
容量線電圧Ｖｃｓおよび対向電圧Ｖｃｏｍは図１４（Ｂ）に示すように変化する（図１４
（Ｂ）では、実線で示す波形と点線で示す波形とを見やすくするために両者を相対的に若
干ずらして描いている）。これにより、図１４（Ｄ）に示すように、欠陥画素を通常表示
状態において黒表示としつつ、全面白のブランク表示が行われる終了表示状態では欠陥画
素を白表示とすることができる。したがって、終了表示状態におけるブランク表示によっ
て残電荷による異常表示を抑えつつ、欠陥画素を通常表示状態のときだけでなく終了表示
状態（全面白表示の状態）においても目立ちにくくすることができる。
【００８４】
　上記第１および第２の実施形態では、画素電極と共通電極とが異なる基板上に形成され
た液晶パネルを例に挙げて説明したが、これらの電極構造に限定はなく、例えば、ＩＰＳ
（In Plane Switching）方式のような、同一基板上に画素電極と共通電極とが形成されて
いるものであってもよい。
【００８５】
　上記第１および第２の実施形態では、液晶への印加電圧の極性が１水平走査線毎に反転
するライン反転駆動方式の液晶表示装置を例に挙げて説明したが、本発明はこれに限定さ
れるものではなく、対向ＡＣ駆動が行われる他の反転駆動方式の表示装置にも適用可能で
ある。例えば、液晶への印加電圧の極性がｎ水平走査線毎に反転するｎライン反転駆動方
式の液晶表示装置（ｎ≧２）やフレーム反転駆動方式の液晶表示装置にも適用可能である
。さらに、対向ＡＣ駆動が行われない液晶表示装置すなわち対向ＤＣ駆動が行われる液晶
表示装置においても、本発明が適用可能である。例えば、対向ＤＣ駆動が行われる場合に
おいて、全面白のブランク表示が行われるとき（表示開始状態等）に欠陥画素が白表示と
なるように補助容量線電圧Ｖｃｓを対向電圧Ｖｃｏｍに等しくし、通常表示状態のときに
は欠陥画素が黒表示となるように補助容量線電圧Ｖｃｓを対向電圧Ｖｃｏｍよりも大きい
値または小さい値とすればよい。
【００８６】
　上記第１および第２の実施形態の説明からわかるように、本発明は、液晶パネルが点順
次駆動されるか線順次駆動されるかに関わらず適用可能であり、また、例えばデータ信号
線駆動回路の出力端子と液晶パネルのデータ信号線との間に切替スイッチを設けることに
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より各水平期間内で複数のデータ信号線を時分割的に駆動する液晶表示装置にも適用可能
である。
【００８７】
　なお以上の説明では、ノーマリホワイト型の液晶パネルが使用されていることを前提と
しているが、ノーマリブラック方式の液晶パネルが使用されている液晶表示装置であって
も、表示開始状態におけるブランク表示として全面白表示が行われる場合には、本発明の
適用が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８８】
　本発明は、複数の画素電極とそれに対向する共通電極との間に電圧を印加することによ
って画像を表示する表示装置に適用されるものであり、アクティブマトリクス型の液晶表
示装置に適する。
                                                                                

【図１】 【図２】
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